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1，践じめに   

外国人が日本静を学習す冬執助詞や敬醇などと塵見で澄も難しレ箋とされあも昭昭」⊥つに漠率が  

ぁる稔特に，非廃寮系の学習者ぬ立場から見ると，⑳寧形欄経巻鰍恕鮨多読性（音と磯  

応が1対1でないこと）㊨多最低（意味が一通りでか、漢学があること。たとえば，「安」に吼  

帆由鹿釣とてeぬp”という二つの意味があり，．それらの顔係感粉かりにくⅤ￥きなど盛時の難しきの  

理由と舌われている。   

髄感の点に関して吼義挙こというもの自修の性質や用法を凌え為こと軒管き忽もっ、鉄泉，何とか  

外国人に理解されやすく効果的な教授法をエ表す為鼠外殻レ、であろう、。しかし虐酒点捉関して乱  

撃習者が目標とす為日本語の習得に必要醜隕の漢字（あとで「基僻」としぞ法条するトを設  

定することによって，ある鍵盤解決督はからなければならないので建染いだろうぬ   

国立図潅研究所の調牽銀杏F現代新帝の藻草jによ軌ぼ－ 獲凌嘲のサ㌢プリ訝ダ調査で，延  

べ釣‡捌方率を検疫する濃字の黒怒り字数はi鈎3，跳蛤字であるが，慰め上位舗学までで全体の  

乃．4蕗督占めるをV￥う。轟切に遵l漁た郷寧で日本語粂鋒のかなわめ部分を如ヾこ」で轟温可姪性  

があるという武漆良明氏◎蔑見あああ払1）   

で払「適切に運ばれ牟」漢字という翻ま，具体的にどのような漢字を指すのだ毎う感㌔また，  

巳潮育のた娘の遜械寧とbゝう飽鴎単にあ忍戸塚とする登城恕カバ－すふ紛に必要轟頑瀾匿  

数の頻度の高お－漠率，とぉむうだけでレ￥い昭だろうか。8本意におけ為綴字と轟まめ体系を最も効果  

的に習得すあた紹顧鞍を椎あに吼；どのよう∵な蕗学窓をtくつぞ如†救ゑ鮎ぎいいのだるう晦こ沿  

ような藻草の茸窟の閲窺二絆，8轟詳細踪と琴で取外国人学習者にたぅでもかなり切窺汲問毘菅あ  

るtまずなめだが，殊愈ながちほっきりした統一的見解時計だ出診れでいな梓   

濃駿東撃撃微動膏牽ン汐－の漢字挙菅研究ダ脾←ず．加熱，浄水，常軌石井の速名嫁，セン  

ターの象：コース（愚か利札抑掬時掬の諦決事務学習者虹鱒する槻如日率静コ一見）蛸生  

を対象とし，効果的な日本欝瞥療のために初級外国Å学習者捉救えあ増奉養御車噸を  

簸み，柵一基横車噛習トⅡユ啓ぁせ有感課魯鍋飯として権威した¢凍稿で吼同数  

材蓉命或ず為照に襲撃め遜簸忽感ぞぅで呑まざまな観点からなき丸た議論ぬ謹過をまとぬるととも  

に，8本語教育の永療の「基本楽率」とはどうあ為咤轟か蓉さ扱謝す添8   

赤穂め盛観「3．基本漢皐の選定」め細分吼 藻草学習研究ダか－ず4名の館鷺報告蕾ま  

とめむもの登あ、‰将に，題．1に濁しては加納声 3．会は渚丸 凱3は鎗申，3．4iま石井が  
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中心となって選定作業を行った。しかし，本稿中の「基本漢字」の用語をめぐる議論や今回の漢字  

選定に関する問題点・反省点などに関しては，あくまで加納の私見であることをお斬りしておく。  

2．「基本漢字」という用語について   

「基本漢字」という用語には，まだはっきり確立した定義があるわけではない。しかし，外国語  

教育において「基本語彙」と呼ばれているものをめぐるいくつかの議論があるので，それらを参考  

に考えてみたいと思う。  

『日本語教育事典』によれば2），基本語彙の選定方法は，客観的方法と主観的方法とに大別さ  

れる。客観的方法は，語彙選定の基準を純粋に統計に求めるものであり，主観的方法は選走者の知  

識・経験に基づいて主観的な判断で行うものであるとされている。   

林四郎氏は「語彙調査と基本語彙」（1971）の中で，それまで外国語教育において漠然とあいま  

いに使われていた「基本語彙」という用語を次の五つに分類し，整理しようとした。  

（1）基礎語彙 意味の理論的分析によって求められた半人工的な語彙  

（2）基本語彙 特定日的のための「00基本語彙」  

（3）基準語彙 標準的社会人としての生活に必要な語彙  

（4）基調語彙 特定作品の某調を作るのに働く語彙  

（5）基幹語彙 ある語集団の基幹部として存在する語彙  

（1）の某僅語菜というのは，イギリスのオグデンらの提唱したBasicEnglishのようなものであ  

り，日本では英文学者土居光知が考案した『基礎日本語』などがある。外国語教育における基本語  

彙というのは，（2）のことである。（5）の基幹語彙は，ある語集団の語彙調査によって求められ  

るものであり，その語が使用される分野の「広さ」（多方面にわたって使われているか，ある特定  

の分野だけに限られているか）と「深さ」（その語の出現頻度）から基幹度を判定し，基幹度の高  

いものを選定したものであるとされている。林氏は「基本語彙はきめられるか」（1975）の中で，  

新聞基幹語彙を基にして選定した教育基本語彙を発表している。すなわち，林氏のいう基本語彙と  

は，語彙調査の結果から客観的に出された某幹語彙を基に，ある特定の巨川勺のために主観的あるい  

は経験的に選んだものといえよう。   

さて．林氏の「基本語彙」の考え方を漢字の場合に置き換えてみると，日本語教育のための「基  

本漢字」というのは，漢字の使用額度調査などの結果から客観的に選んだ「基幹漢字」を基に日本  

語教師が主観的あるいは経験的に選ぶもの，ということになろう。   

しかし，ここで考えなければならないのは，語葉を数える場合と漢字を教える場合の根本的な違  

いである。語彙というのは，音と意味，そして読み薫きの際には表記との連合として習得されるも  

ので，さらにその語彙が連合して文を作る際の用法とともに記憶されなければならない。この語彙  

習得のシステムは他の外国語教育の場合にも同様である。しかし，漢字の場合は，表意文字あるい  

は表語文字という表記のシステムそのものが外国人にとっては分かりにくい。ほとんどの言語の表  
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記システムは．表音文字によるものだからである。つまり，まず漢字とはどういう表記システムに  

剛－られるものであるか，という表意・表語文字の概念の導入から始めなければ，効奉的漢字教育  

はできないのではないかと思われる。そのように考えると，日本語教育のための「基本漢字」の中  

には，漢字という文字の概念を導入するために必要な漢字も含まれるべきではないだろうか。   

また，漢字はあくまで語彙を表記するために使われるものであるから，漢字そのものの使用額度  

ばかりでなく，その漢字が含まれる語が日本語の体系において≠亥となるような語彙（「基礎語彙」）  

であるかどうかも重要な意味を持ってくるだろう。そこで，我々は，日本語教育のための「基本漢  

字」を，漢字そのものの使用額度が高いものであるとともに，体系的な漢字教育上必要なものであ  

ること，日本語の基礎語彙を表す漢字であることなどの基準で繹験的に選ばれるべきものと考えた  

いと思う。  

3．基本漢字の選定   

初級日本語教育のための「基本漢字」を選定するにあたっては，まず初級で数えられるべき漢字  

数を決めなければならない。現在使用されている数多くの初級日本語教科書の中からい〈つか代表  

的なものを選んで，そこで数えられる漢字数について見てみよう。3）  

○大阪外国語大学留学生別科IBasicJapanese；IntensiveCourseforSpeakingandReadingVol．1，  

Vol．2’（1967）約2，500語，466字  

○国際学友会日本語学校F日本語読本一』（1957）1，600語，300字  

○国際基督教大学‘ModernJapaneseforUniversityStudents，Partl’（1970）1，250語，400字  

○ランゲージ・サービス社●InterlSiveCourseinJapanese；ElementaryPartl，Part2．（1971）約  

2．100語，302字  

○東京外国語大学付属日本語学校F日本語1』（1973）約1，500語，350字  

○早稲田大学語学教育研究所F外国学生用日本語教科棄・初級』（1972）約Z，000語，約700字  

こうして見ると，初級日本語教育の時間数（200－400時間）から考えて，300－500字というところ  

が平均のようである。前述の国立国語研究所の調査結果の使用頻度上位500字というのを考えあわ  

せ，初級基本漢字としては，500字ぐらいが適当であろうと思われる。   

次に，「基本漢字」の選定法としては，各日本語数科薔で使われる漢字の使用額度を調査し，頻  

度の高い漢字を採用するという方法も考えられる。しかし，初級教科書で使われている語彙が，多  

くの場合，教室での会話やある場面での会話に使われる語彙であったり，文型を数える練習のため  

の語彙であったりすることを考えると，そこで使用額度の高い漢字というのは，会話ヤ文型練習で  

よく使われる言葉を漢字で表記したものにすぎないとも考えられる。たとえば，初級の会話では，  

「つくえ」という言葉が必ず出てくるが，「机」という漢字の日常生活における使用額度というのは，  

それほど高くない。4）   

そもそも，日本語教育のための「基本漢字」を定めるというからには，日本人向けの新聞や雑誌  
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での使用額慶ばかりでなく，外国人学生が日常目にするであろう頻度の高い漢字の調査をするこ  

とが急務である。しかし．今回は時間的制約もあり，学習研究社の『あたらしい漢字用法辞則で  

の順位，レベルによって漢字の使用額度を見ることにする。5〉それに，漢字教育上の必要性と  

「基礎語彙」の漢字を考慮に入れ，次の4つの方法で「基本漢字」を選定することにした。   

（1）漢字というものの成立ちを教えるための漢字を選ぷ。   

（Z）漢字の字形の構成要素となっている漢字（部首）を選ぷ。   

（3）日本語の語彙体系，文法体系を習得するために必要な「基礎語彙」に使われる漢字（特  

に，形容詞・動詞）を選ぷ。   

（4）日常生活において使用額度が高く，使用範l測が広い漢字を選ぷ。   

3．1漢字の成立ちを教えるための漢字   

漢字が表意・表語文字であることを外国人に理解させるためには，まず漢字の象形作を説明しな  

ければなるまい。漢字は青ばかりでな〈それ自身で意味をも表す文字であることを理解させるため  

に，象形文字，指事文字と呼ばれるものの中から，Q字形がそれほど複雑でないこと，①意味が分  

かりやすいこと，しかも①それほど使用頻度が低くないことを基準に，以下の50字を選び，具体的  

なものを表している漢字を絵文字，より抽象的な意味を記号化していると考えられるものを記号文  

字として提示することにした7）。  

絵文字：  日 月 火 水 木 全 土 山 川 田  

目 口 耳 手 足 人 女 子 車 門  

魚 鳥 馬 牛 貝 米 糸 竹 石 両  

記号文字：－一  二 三 門 五 六 七 八 九 十  

上 ■F 中 人 小 本 力 円 半 主  

たとえば，「耳」「魚」「烏」「馬」「午」「貝」「糸」「什」「雨」などの漢字は，それ自体はそれほど  

よく使われる漢字ではない（i）が．①②の基準をみたしている上に，他の漢字の構成要素としてよ  

く使われることから，「某本漢字」に入れた。   

次に，漢字が意味と意味の連合でできていることを説明するのに群解しやすい漢字として以下の  

13宇を選んだ。  

明 休 休 好 男 林 森 閑 関 東  

分 岩 畑  

いわゆる字源的に「会意文字」といわれているものでも，構成要素となっている漢字を知らなかっ  

たり，漢字の意味が抽象的で分かりにくかったりすると，初心者向けの説明には適当でない。「岩」  

や「畑」は，それほど使用額度の高い漢字ではないが，ヤさしい象形文字の組合わせでできており，  

漢字の成立ちを教えるために都合がいいので採用した。   

ここでは，漢字の成立ちを教えるために採用された63字を小学校1年生の子供がはじめて習う教  
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育漢字76字と比べてみよう。  

〔第1学年配当漢字〕76字  

一右雨円王書下火花学 気九休会空月犬見五口 校左三山子四糸字耳七  

草手十出女小上森人水 正生育夕石赤千川先早 足柑大男中虫町天田土  

二日入年自八百文木本 名目立力林六   

「基本漢字」として選んだ63字のうち，小学校の第1学年で教えられる漢字に入っていないもの  

は，次の19字ある。（）に配当学年数を示したが，「好」を除いては，第2学年か第3学年で数  

えられることになっている。  

門（2） 魚（2） 鳥（2） 馬（2） 牛（2）  

貝（2） 米（2） 竹（2） 半（2） 主（3）  

明（2） 体（2） 好（6） 間（2） 開（2）  

東（2） 分（2） 畑（3） 岩（3）  

反対に，小学校第1学年では数えられるが，この63字に入っていない漢字というのが以下の30字で  

あるが，このうち絵文字・記号文字・組合わせ文字に当たるものは16字のみである。  

絵 文字：王 犬 虫 文 夕 自 赤 青 正 生 立  

記号文字： 出 入 首  

級合わせ： 名 先  

それ以外：右 左 年 百 千 見 早 学 校 空 天 気 村 町  

漢字の象形性や指事性を説明するために意味がはっきりして分かりやすいのは，何といってももの  

の名前（名詞）に使われる漢字である。従って，形容詞や動詞の漢字（自・赤・青・正・生・立・  

川・入）は，あとで（3）の基準で採用することにした。名詞の漢字であっても，「文」「夕」「昔」  

「名」「先」などは意味が抽象的で，初めて説明するには分かりにくいため，ここでは人れなかった  

が，あとで基礎語彙を表す漢字として検討する。   

小学校第1学年の配当漢字で衆終的に選んだ500字の基本漢字に入っていないものは，「王」「犬」  

「虫」の3字だけである。8）  

3．2 漢字の構成要領（部首）として使われる漢字   

効果的な日本語習得のための「基本漢字」というのは，単にその500字さえ覚えれば十分である  

という意味ではない。そこからさらに，中級・上級へと進むために，その土台となる500字でなけ  

ればなるまい。そのためには，より複雑な漢字の構成要素となっている漢字を初級段階で覚えてお  

くことが将来の助けとなるはずである。すなわち，漢字の部首として使われる漢字のうち，多〈の  
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漢字，あるいは使用頻度の高い漢字の構成要素となっているものを選ぶことにした。   

『あたらしい漢字用法辞典』のレベル5までの1，000字と教育漢字を部首別に分け，漢字数が4  

字以上ある部首を選ぶと，次の60になった。 川）  

へ ん ： イ 手 言 糸 木 才 子 ド ヰ 上  

金 月 日 女 手 小 石 馬 火 車  

L方 弓  

つくり   り 女 頁 反 力 欠 什 寺 青 見  

t；斤 月   

かんむり：｛ ♯ 仙 人 董 卓 ワヒ タ ⊥’メん  

あ し：心 貝．… ノ〕几 示  

た れ ： 「 F す⊥■ 「  

にょつ ： L  

かまえ ： 口 門「1  

以上の部苗のうち，単漢字として使えるものは30午あり，その中から（1）の基準で選んだ漢字を  

除くと，次の13字になる。  

言 方 弓 頁 反 欠 寺 青 見 斤 穴 心 血   

しかし，「弓」「餌」「斤」「穴」「皿」は単漢字としての使用額度が低いため，基本漢字としては  

採らなかったので，残りは8字である。   

さらに，前述の60の部削こ，さらに（1）の基準で選んだ漢字の中から部首となるものを加え，  

それぞれについて『あたらしい漢字用法辞則 の使用頻度500位までの漢字リストを作成した。川  

これを基本漢字を選定するための候補漢字のリストとし，3．3，3．4で検討する際の参考資料  

とする。  

〈基本漢字のための部首別候補漢字リスト〉  

イ＝代 作 化 体 保 信 仰 使 側 仕  

付 係 佳 作 任 備 値 他 億 什  

働 憶 供 何 位 伝（休）  

手 ＝打 持 指 投 掟 托  

言＝議 調 話 記 設 計 論 語 談 説  

認 試 評 証 討 読  

糸＝程 約 総 結 組 織 耗 線 終 編  

木＝相 穫 枝 村 松 株 権 橋 横 格  

検 林 横 様（森）  

へ ん  
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i＝泳 法 海 治 括 横 済 派 流 消  

洋 沢 浜 注 港  

そ＝行 後 術 役 得 待 衡  

l；＝院 階 際 防 阪 隊 限  

ヰ＝和 利 私 科 税 朽  

」＝場 地 増  

金＝銀 鉄 録  

月＝勝  

目＝時 明 峡 昨  

女＝好 始 婦  

ネ＝社 神 福  

十＝性 情  

石＝確 研 破  

椙＝駅 験  

火＝爆（畑）  

車＝転 輸  

方＝放 施  

弓＝強 引 張  

王＝税 理 球  

牛＝物 特  

り＝制 利 別 判 割 劇  

女＝政 教 数 改 改  

頁＝題 領 頭  

反＝阪  

力＝動 助  

欠＝次 歌  

作＝遭 難 雄  

寺＝時 特 持 待  

育＝なし  

見＝親 観 規  

ド＝郡 部 郎  

斤＝新 所 近 断  

月＝明 期 朝  

口＝和 加 知  

つくl）  
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かんむり：｛＝完 家 実 安 官 宅 審 指 貫 某  

容 害 完  
♯＝藤 若 落 葉 蔵 英  

人ん＝第 策 算 答  

＜＝会 合 仝 金 今 食 命 企  

圭＝義 美 着  

手＝  

兜＝空 究  

タ＝著 者  

⊥ 
＝京 高 市 交 夜 変 商  

ル＝学 菅  

井＝   

あ し  心＝意 思 急 感 想 態 念  

貝＝員 資 買 費 質 負   

＝古 址 里 伏   

見＝見 売 先 元 光  

皿＝なし  

木＝集 案 楽 粂  

日＝著 書 音 容  

月＝育 有 青  

口＝名 各 台 告 古 書  

女＝要 安 委  

「＝度 府 店 広 席 座 応 庁  

P＝局 犀 展  

「＝病  

′一＝原  

L＝通 達 選 近 道 進 運 送 込 追  

過 週 造 違  

U＝国 回 同 園  

門＝間 開 閉 関 開 閉  

rl＝円 同 内  

た れ  

にょう  

かまえ  

3．3 語彙・文法要素として必要な漢字  

漢字学習は，漢字そのものの使い方を覚えることを最終目的とするわけではない。その漢字が単  
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語を形成し，さらにその単語が使われている文がわかるようになることが最終目的なのである。し  

たがって，日本語の体系を習得するための核となるような語彙に使われている漢字を学習すること  

が読み書き能力の基礎となるはずである。その意味では，使用頻度のみを問題とする「基幹語彙」  

を検討するだけでは不十分で，いわゆる「基礎語彙」の視点も必要であろう。   

たとえば，仮に語彙調香の結果，「兄」と「弟」の使用額度が高く，「姉」と「妹」の億用項度が  

それほど高くないからといって，前者2つのみを基本語彙として才采用し，後者を採用しないという  

ことになると，体系としてのバランスを欠〈ことになる。漢字の場合も同じである。「春」（461位）．  

「夏」（580位），「秋」（540位），「冬」（903位）のうち，「冬」だけが使用頻度が低いからといって体  

系からはずすことはできまい。   

また，新開や雑誌での使用額度はそれほど高くなくても，日本語の基礎語嚢と考えられる漢字は  

敢えておかなければならないと思われる。たとえば，前述の「兄・弟・姉・妹＿」は基礎語彙として  

は欠かすことのできないものであると考えられるが，漢字の使用額度は．「兄」（1，049位），「弟」  

（1，090位），「姉」（1，329位），「妹」（1，204位）とあまl）高くない。しかし，これらの語が文中で使  

われる場合に，ひらがなで善かれてよいものであろうか。   

上述のような立場から，日本語の基礎語彙として責要と思われる形容詞・動詞などを検討してみ  

たい。オグデンのBasicEnglishの場合には，85O語の中に基本的動作を表すためのOperationと呼  

ばれる100語があるが，いわゆる動詞は16しか含まれていない。12）が，26余りの前置詞との縦み  

合わせによって，実は，4，000近い動作を表すことができるといわれている。しかし，日本語の場  

合には，相当数の基本動詞が必要であろう。形容詞に当たるものは，BasicETlglishには，Qualities  

として150語が登録されている。   

動詞・形容詞に使われる漢字を教えることは「送りがな」というもののシステムを教えることで  

もあり，又音読みと訓読みのルールを教えるのにも便利である。「動く」と「動物」，「新しい」と  

「新開」などのように，漢字の表す恵昧が同じでも，読み方が違うということは，漢字という表記  

法の重要な点であり，早い時期に教えられなければなるまい。   

そこで，日本語教育の初級における基本動詞として，『997語で読める日本語』13〉で選ばれて  

いる動詞198譜を検討し，敬語動詞などを除いた150語を考えることにした。以下l二その動詞の一覧  

を示す。  

1．移動を表す動詞〔NlガN2へ／二Vi〕（18）  

〔NlガN2ヲVi〕  

行く 来る 帰る 動く 進む 止まる 入る 出る 乗る 降りる 着く 向かう  

歩く 走る 通る 渡る 泳ぐ 飛ぶ  

2．生活における基本的動作を表す動詞（17）  

〔NlガVi〕  

起きる 寝る 立つ 座る 働く 休む 遊ぶ  
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〔NlガNzヲV t〕  

食べる 飲む 見る 聞く 話す 読む 書く 作る 着る 脱ぐ  

3．いろいろな動作を表す動詞（25）   

〔NlガN2ヲV t〕  

押す 引く 持つ 投げる 打つ 置く 取る 使う 払う 洗う 歌う かける   

〔NlガN2二N3ヲV t〕  

送る 受け取る 数える 習う 貸す 借りる 返す 売る 買う 見せる あげる  

もらう くれる  

4．変化を表す動詞 伯・他の対応がある）（52）   

〔NIガN2ヲVり   

〔   N2ガVり  

開 ける  閉 める  始 める  終 える  

く  まる  まる  わる  

割 る  分 ける  消 す  つ ける  

れる  かれる  える  く  

集 める  合 わせる 変 える  代 える  

まる  う  わる  わる  

落 とす  流 す  上 がる  下 がる  

ちる  れる  げる  げる  

5．知覚・一思考・†よ達の動詞（16）  

く
 
け
 
す
 
る
 
て
 
つ
 
れ
 
る
 
 
 

回
 
 

建
 
 

人
 
 

焼
 
 

折 る  切 る  

れる  れる  

曲 げる 並 べる  

がる  ぶ  

る  残 す  続 ける  

る  く  

出 す  

る  

思う 考える 知る 分かる 感じる 覚える 忘れる 選ぶ 調べる 比べる 決める  

願う 言う  開く 答える 伝える  

6．感情を表す動詞（7）  

笑う 泣く 弄ぶ 悲しむ 驚く 阿る 疲れる  

7．その他（15）  

ある いる 住む 泊まる 急ぐ 過ぎる 違う 晴れる 降る 数える 会う 別れる  

待つ 訪ねる 呼ぶ  

以上の150の動詞に使われている漢字は，次の1n4字である。14）  

行 来 帰 動 進 山 人 H 乗 降 篇 向 歩 走 通 渡 泳 飛 起 寝  

王 座 働（休）遊 食 飲（見）（開）話 読 市 作 脱 押 引 特 設 打 置  

取 便 払 洗 歌 送 受 教 習 貸 借 返 売 買  開 閉 始 終 焼 析  

切 創（分）消 回 曲 並 集 合 変 代 建 残 続 落 流（上＝下）思 考  

知 感 覚 忘i蔓∈ 調 比 決 願（言）答 伝 笑 波 音 悲 驚 囲 疲 住  

泊 急 過 違 晴 数 会 別 待 訪 呼  
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次に，F997語』にある100語の形容詞を参考にして，以下の基本形答詞の漢字66字を選んだ。  

イ形容詞：  

（大）（小）多 少 高 低 安 新 古 美（明）暗 垂 軽 長 矩 太 柵 広 狭   

強 弱 近 遠 良 悪 速 早 遅 正 教 冷 暑 寒 暖 温 涼 若 忙 難   

楽 苦（悲）痛 眠 白 黒 赤（青）探  

ナ形容詞：  

（好）静 元 気 有 名 栽（切）便 利 必 要 適 当 簡 単 無 理 得 意  

（残）念 自 由   

また，1字で名詞として使える漢字の中で，人，体の部分，時，天気，位置関係などを表すもの  

として基本的と思われるものを66字選んだ。  

人：私 彼 友 客 父 母 兄 弟 姉 妹 夫 妻  

体：頭 顔（目）（耳）（口）歯（手＝足）指  

時：朝 昼 晩 夜 夕 春 夏 秋 冬   

自然 二（雨）雪 風 雲 空   

位置：右 左（上）（下）（中）外 前 後 横 奥 次（東）西 南 北   

その他：国 家 宅J古 駅 構 造 海 鳥 窓 形 色 音 点（魚）肉 飯（水）  

茶 酒 油 菜 品 物 紙 花 服 何  

3．4 使用額度と造語性   

3．3で候補に上げた漢字を『あたらしい漢字用法辞典』で使用額度と使用範囲の而から検討し  

た。動詞の漢字では，次のものが1，000位以上となり，問題になった。  

泳1198 寝1079 閉1143 忘1095 泣1192 悲1032 鴬1107 泊1242   

検討の結果，「泳」「桂」は，部首『テ』，「忘」「悲」は，部首『心』の意味の説明に便利なこと  

から採ることにした。「閉」は，「間」（80位）と，「寝」は「起」（443位）との対で，「泊」は旅行  

のパンフレットなどで「二泊三日」などとよく使われるので目にする機会が多いであろうことから，  

探ると決めた。「驚」に関しては，意見が分かれたが，今周は基本漢字に入れることにした。   

形容詞の漢字で問題になったのは，次の8字である。  

暗1044 狭1370 暑1254 案1195 暖1164 涼1490 忙1371眠1298   

特に，「忙」や「眠」のような対にならないもの，「暑」「寒」「暖」「涼」のように単漢字として  

の用法以外にあまり使われないものに関しては意見が分かれたが，今回は全部採用することにした。   

名詞となる単漢字では，次のような辛が問題となったが，結局全部採ることにした。  

見．1049 弟1090 姉1329 妹1204 晩1175 雲1124 飯1083   

さて，ここまでに基本漢字として選定されたものは，（1）の基準で63字，（2）の部首で8字，  

（3）の動詞104字，形容詞66字．名詞66字の計307字である。主に単漢字としての必要性・重要性  
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から選んできたわけであるが，さらに漢字が他の漢字とともに語を形成する際の造語力について考  

えてみたい。   

漢字の造語九使用範囲から，音頭辞・接尾辞的用法のある漢字を考えた。  

光一 今‥－（乗）  
201 146  

両 以一 時  
281 157  1（）  

一万  一度（人）   
96  83  

課 一語 屋   
531  274  270  

（一手）一業 一的  

54   39  

一町 一村 一用   
11／1  210  102  

毎一 仝 叢一 箪＋▲ 非 不一（無－）  
396  57  121  76  491 134  

一曜 トロ）一週 卜月）  

514  438  

ト本）一台 個 一番  
216 565  3Z3  

一室 一所 館 一局   
4Zl lO7  319  194  

件 一化 県 一府   
199  10〔） 195  156  

機 一線 一様  
101  247  470  

千
7
9
位
4
8
2
射
 
区
6
7
 
■
 
一
 
 
一
 
 

百
7
3
階
2
5
3
者
2
2
市
7
8
 
 

1
 

■
 

l
 

年
3
号
で
頂
4
7
邦
9
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 

48字   

さらに，上記の漢字や既什．の307字．3．Zの部首別リストで候補とした漢字などを使った熟語  

を作り，その中で初級日本語教科書によく使われているもの，外国人学習者にとって必要と思われ  

るものを意味分野別にまとめて検討した結果，  以下のような譜が候補として残った。  

熟語名詞をつくる漢音二：   

（東）東  学 校  

16  33176  

柄 院  部（屋）   
441236  37  

（家）族  老（人）  
599  788  

英（語） （敦）育   
449  250  

（道川各  信卜号）  

367  198  

資 格  結 果   
230334  163277  

「計）画 （意）味  
150  295  

農（業） 費（用）   
362  337  

（人）々 （凶）民  
174  70  

（道）具  一食）器  
513  483  

93字  

会 社  銀（行）   
30  264   

（時）計  荷（物）   

186  10ZO   

写 真  映（画）  
489Z78  234   

経 済  政 治  
】35288  50 柑1   

特（急） （空）港  
153  445   

論 文  （分）野  
267136  85   

情 報  関（ノい  
286306  104   

原（理） 直（接）  
132  329   

共 同  平（和）  
159 23  143   

l二 場 l渕（書館）  
169 34  631   

（先）∠L  留（学生）  

29  824   

雑 誌 （美）術  
812950  299   

歴 史  科（学）  

692563  350   

試 験  面 接  
409404  165 576   

（方）法  宿（題）   
145  406   

制（度） （会）議  
196  52   

鳩）初  効（果）  
261  515   

（物）仰  天（気）  
202  364  

93字  

公 園  地（下）鉄  
122 412  ノ10  327   

医（者） 記（者）  
555  147   

（番）射t  仕 事  
189  397  32   

交（適） （事）敢  
200  455   

問 題  吾（類）  
75 123  68〔）   

r文）字  辞〔弄）  
612  868   

薩（業） 商（業）  

142  353   

和 式  洋（式）  
151185  366   

午（前） 午（後）  
98   
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使用額度の而から問題になったのは，「荷」（1，020位），「雑」（812位），「詰」（950位）．であっ  

た。   

スル動詞に使われる漢字： 52字   

料（理） 旅（行） 運 転  案 内  予 約 （生）活 魁（強） 練（習）  
212  566  179339  218 51 16〔）137  203  946  704  

研 究 （報）告  説（明） 表 現  

426427  320  307  124 82  
実（験）  準 備  質（間）  相 談  
89  547 321 369  66  303   

（比）較 （反）対  賛 成 （決）走  
1236  55  8811］5  62   

放（送） 柱（意） （心）配  電（話）  
282  437  304  125   

（建）設 完（成）  （祥）常 （結）締   
164  487  348  633   

（欠）席  

349   

（出）発   

43   

退（院）  

613   

離（婚）  

641  

卒（業） 増 加  減（少）  
738  298187  533   

到（着） 連 絡  移（動）  
989  87 958  715   

期（待） （要）求  失 礼  
119  332  369983  

ここで問題になったのは，「較」（1，236位）のみである。   

さて，本来なら単漢字としての使用額慶ばかりでなく，造語性とでもいうようなもの（どれだけ  

多くの使用額度の高い重要な語を形成するか）を測る基準がほしいところである－5）。しかし，今  

回のところは，rあたらしい漢字用法辞典』にのっている語の数，それらの語の重要度などを選者  

の主観によって判断するしかなかった。   

また，同辞典のレベル1の漢字（200字）でこの基本漢字に含まれないものは，以下の14字であ  

る。  

戦  党  務  世  総  保  界  委  団  氏  各  解  軍  膵   

新聞というメディアの性格上，頻度がどうしても高くなるが，日常生活においてはあまり必要の  

ない漢字もある。しかし，「世」「界」や「各」（「各地」「各国」「各大学」など），「解」（「稗解」  

「分解」「解答」など）は，検討してよい漢字であったという気がする。   

人名・地名などによく使われる漢字16）は，基本漢字500字の外で教えることにし，特に配慮はし  

なかった。地名の必要度は，学習者がどこに住んでいるかによって，かなり異なる可能性があるし，  

人名によく使われる漢字には「井」のように「井戸」「天井」ぐらいしか使われない特殊なものも  

あるからである。  

4．反省点と今後の課題   

今回選んだ500字の内訳を見ると，次のようになっている。  

（1）成り立ちによって選んだもの  63字  

（2）部首となるもの  8字  
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（3）基礎語彙として使われる単漢字  236字  

（動詞104，形容詞66，名詞66）  

（4）使用頻度・造語惟によって選んだもの  193字  

（接辞48，熟語名詞93，スル動詞52）   

こうしてみると，（Z）部首の観′－．‡が弱いように見えるが，実は，3．Zで作成した 〈部首別候  

補漢字リスト〉 は，（3）（4）の選出の際に，かなり参考にしてある。使用頻度がそれほど高くな  

くても，部首別の漢字数をそろえたり，部苫を説明したりするために入れた字（「忙」「脱」「焼」  

「畑」「姉」「妹」「較」「飯」「短」「到」「折」「勉」「飲」「雑」「茶」「荷」「窓」「雪」「雲」「笑」  

「簡」「暑」「老」「悲」「忘」「妻」「雁」「疲」「痛」「困」「医」「肉」など）も多い。また，F997語』  

を基に日本語教師の主観によって選んだ動詞・形容詞・名詞に関しては，選者の中でも迷っている  

横字があった。使用額度といっても，たとえば500侍二の漢字と501位の漢字の閏にそれほど大きい差  

があるわけではない。結局，最終判断は選者が下したわけであるが，漢字選定の各基準の割合をど  

のぐらいにするのが適当なのか，ある漢字は採り，ある漢字は落とす，という判断が果してこれで  

良かったのか，などの悔いは残る。また，熟語名詞ヤスル動詞を選ぶ際には，やはり当留学生教育  

センターの学生を対象に考えたため，大学院進学および研究活動に必要な語彙（「試験」「面接」「問  

題」「書類」「資格」「論文」 「分野」「方法」「宿題」「研究」「報菩」「実験」「質問」「相談」「欠席」  

「卒業」など）が多〈なってしまった。「外国人大学生もしくは大学院年の日本語教育のための基本  

漢字」とすべきかもしれない。   

しかし，「日本語教育のための基本漢字」というからには，「基本漢字」としての体裁を整え，理  

論化することばかりが大切なのではない。実際に，それを習った外国人学習者がしかるべき教育効  

果をあげてこそ，意味ある選定だったと云えるのではないだろうか。漢字を習得することの目的が  

日本語で読み書きができるようになることである以上，この500字の基本漢字選定の評価は，今後  

の教育実践を通じてなされるべきであろうと思っている。その結果によってこの500字も見直し，  

修正していかねばなるまい。本稿の終わりに〔参考資料〕として，500字のリストと教育漢字との  

比較があるのでそれも参照していただきたい。   

さて，今後細部の見市しをするに当たって考えなければならないことの一つは，外国人学習者の  

側から見た必要性の高い漢字の調査，ということであろう。今回の選定に際しては，フランス人留  

学生マリアニ・ミッシェル氏の協力で，外国人が日常よく見る町の看板や掲示などに使われている  

語・漢字を調べ，選定にも取り入れるよう門己慮したつもりであるが，まだ部分的試みにすぎない。  

外国人学習者がせっかく苦労して500字おほえても，自分達が日常目にしているものが一向に読め  

るようにならない，というのでは，学習意欲が続かない恐れがある。出口の見えないトンネルに追  

い込まれるようなものだからである。今後，外国人学習者にとっての使用頻度・必要度といったも  

のを調奪する方法を考えていかなければならないとともに，常に学習者の学習意欲を高めるための  

フィードバックも必要であろう。  
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もう一つは．学習者の側から見た必要度ではなく，日本語習得のための効率性を考えた必要度の  

問題である。単漢字そのものの基幹度ばかりでなく，音訓の機能，造語性（作られる語の致，それ  

らの語の基幹度，日本語の論理体系から見た重要性など）を測る基準をどう定めればよいか，今後  

の課題である。   

最後に，漢字教育の効果を上げるには，基本漢字を適切に選ぶことも必要であるが，それらをど  

のように学習者に提示し，数えていくかという教授法の問題も抜きにしては考えられない。漢字を  

導入していく順序，導入時期，復習の期間やサイクルなども，効率を考えて検討しなければならな  

い。漢字教材ヤコンピュータを利用した漢字学習プログラムなどのあり方とともに今後も実践検討  

していきたい。また，基本漢字を習得した後，尊門分野別基本漢字を選定する必要もあろう。  

注1）柑本譜教育帯剣p．296参照。  

2）『日本語教育事典』p．297参照。  

3）国際交流基金の 柑本譜教科害ガイド』を参照  

4）「末IL」は，学習研究社の『あたらしい漢字用法辞典』では，使用額圧服照が1，610番（レベル  

9）と低くなっている。  

5）学習研究社の『あたらしい漢字用法辞典』では，国立国語研究所（1962）『現代雑誌九十種の  

用語用字』秀英出版同研究所（1976）陀楓代新聞の漢字』秀英出版，などを参考に，漢字Z，000字  

（常用漢字と人名・地名の漢字）を使用額度によって10のレベルに分け，頻度の高い川副こ漢字を並  

べている。本稿で漢字の使用額度を検討するにあたっては，この辞典での順位としレベル分けを参  

考にした。  

6）『あたらしい漢字用法辞典』での順位は，以下のとおりである。  

「耳」 1，323位  

「魚」 1、008位  

「鳥」   93Z位  

「馬」   512位  

「貝」 1．590位  

「糸」   699位  

「竹」   719位  

「雨」   655位  

「牛」   909位  

7）角川の漢和中辞動こよれば，「上」「下」「中」「人」「小」は指事文字であるが，「力」「主」は  

象形文字，「円」「半」は形声文字，「本」は会意文字であるとされている。しかし，外国人学習者  

にとっては，いずれも抽象的意味を表す単純な記号的形であるとした方が分かりやすいと認められ  

るため，具体的な絵文字と区別して，記号文字としてひとまとめにした。  

8）「犬」は，1，295位，「虫」は，1，073位。「王」は499位で日本では単漢字としてはあまり使われ  

ない言葉であるが，部首となる漢字でもあり，他の国では使用頻度が高いことも考えられるため検  

討を要するだろう。  

9）「弓」は，1，539位，「頁」は，1，472位，「斤」は，常用漢字外，「穴」は1，201位，「皿」は，  
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1，651位である。  

1（り 60の肛首は，それを持つ漢字の（レベル5までの1．000字と教育漢字）の数が多い順に並べた  

ものである。  

11）濃くrは作用頻度の順位が高いJr剛二並べてある。先に基準（1）によって選ばれた漢字は，1位  

～5〔）0位までに人っていなくても（）内に示した。  

12）c．K．Ogdenは，1929年に500語から成るBasicEnglish案を発表し，後に増補して，1932年には  

850iiたとした。BasicEnglishに含まれる動詞16は，be，do．have．make，】et，put，take，keep，get，COme，  

卯，give，Say，See，Seem，Sendである。  

13）参考文献7を参円軋 この997譜は，以下のような手順で選定されたものである。   

国立国語研究所『H本譜基本語嚢七種比較対照表＝ニある7棟の某本語彙すべてに共通する語  

（278譜）と7椎の中では少し異質な樺烏・．ゴ田両氏の選完したもの以外の6種すべてに共通する語  

（422語）計70口語を採る。次に，その中から．8種の初級口本譜教科書のうち4種以上に使用され  

ているものを選ぶ。さらに，70n語には含まれていないが，初級教科書の5種以上に使われている  

語を検討の上，採る。最後に．同じような意味を表す2語がある場合は，その一方を落としたり  

（例，「ミルク」と「ノl二乳」），語彙体系のアンバランスを補ったりした結果，997語を選定した。品  

詞別の内訳は，動詞198語，形容詞廿0乱 名詞478乱 文法・文型言吾（助詞・助動詞など）117語，  

その他（副詞・接続詞など）104語である。  

14）（）の漢字は，すべて ＝）（2）の基準で選ばれた71字に入っているので，数えない。  

15）参考文献5で，海保らは，漢字の「機能度」という概念を提示し，機能を指数化する試みを  

行った。そこでは，漢字の機能度を①よ〈使われること（使用率．熟知度など）②造語力があるこ  

と（熟語数，汀二手工宰，具体性なと）③おぼえ易いこと 個数，読み書き成績など）という3つの次  

元でとらえようとしているが，まだ結論には至っていない。  

16）参考文献4のp．17に，1980年のIBMの調査結果がある。それによると，姓によく使われる  

漢字の上位20は，「円・藤・山・野・j＝・木・ル・村・本・中・小・佐・原・大・島・高・松・  

谷・i†卜橋」であり，500に人っていないのは，「藤」「井」「佐」「松」「谷」「沢」である。地糾こ  

よく使われる漢字の上位20位を見ると，「し㌔ト市・町・字・大・郡・京・田・郁・山・烏・川  

知・変・区・福・府・上・北・束」であり，「君tり「愛」「福」は入っていない。  

〔参考文献〕  

1・C．K．Ogden室勝 訳（1985）『BasicSt叩byStep』北星堂  

2．林四郎（1971）「語彙調査と基本語彙」『電子計算機による国語研究Ⅲ』国立国語研究所報告39  

秀英出版  

3・林四郎（1975）「基本語彙はきめられるか」新・日本語講座1F現代日本語の単語と文字J  

4．海保博之編（1984）F漢字を科学する』有斐閣  
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5．海保博之・吉村弓子・岡野雅雄（1985）「漢字の機能度指数開発の試み」『計最国語学』第15巻  

第1号  

6．学習研究社（1982）『あたらしい漢字用法辞典ANビWDictionaryofKanj＝Jsage』  

7．加納千恵子・藤田正春・阿部直美・ダパロス田中都紀代（1985）『997譜で読める日本語」」北位  

堂  

8．加納千恵子・清水百合・竹中弘了一・石井恵理子（1987）『基本漢字の練習l・n』筑波大学留  

学生教育センター  

9．国際交流基金（1983）『日本語教科書ガイド』北星生  

10，国立国語研究所（1982）『日本語基本語彙七梗比較対円軍衷』日本語教育指導参考書9  

11．国立国語研究所（1984）陀吾桑の研究と教育（上・下り 日本語教育指導参考案12  

12．日本語教育学会編（1982）『日本語教育事典』大幡館  

13．武部良明（1986）「日本語教育と漢字」『日本語学』6月号 明治書院  

（本研究は，昭和62年度筑波大学学内プロジェクト研究からの援助に基づくものである。）  
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〔参考資料1〕基本漢字500字  

＝）漢字の成立ちを教えるための漢字  63字  

日 月 火 永 木 全 土 tIl川 田 R ロ 耳 手 足 八 女 子 車 門  

魚 鳥 馬 牛 貝 米 糸 竹 石 雨 一 二 三 四 五 六 七 八 九 十  

上 下 中 大 ′ト 本 力 円 半 主 明 休 体 好 男 林 森 開 聞 東  
分 岩 畑  

（2）部首となる漢字  8字  

言（糸）（木）（土）（金）（月）（日）（女）（石）（馬）（火）（車）方（牛）反（力）欠 寺 青 見   

（口）（竹）（雨）心（貝）（門）  

（3）基礎語彙となる漢字  236字   

a．動詞 104字  

行 来 帰 勧 進 止 入 出 乗 降 着 向 歩 走 適 確 泳 飛 起 寝  

立 座 働（休）遊 食 飲（見）（閤）話 読 書 作 脱 押 引 特 技 打 置  

取 便 払 洗 歓 送 隻 数 習 貸 借 返 売 買 開 閉 始 終 焼 折  

切 割（分）消 回 抑 並 集 合 変 代 建 残 続 落 流（上）（下）思 考  

知 感 覚 忘 選 調 比 決 願（言）答 伝 笑 泣 喜 悲 驚 困 疲 仕  

泊 急 過 遠 晴 散 会 別 待 訪 呼   

b．形容詞 66字   

（大）川、）多 少 高 低 安 新 古 美（明）嗜 葺 軽 長 嶺 大 和 広 狭  

強 弱 近 遠 良 悪 速 早 遅 正 熱 冷 暑 寒 暖 温 涼 若 忙 難  

楽 苦（悲）痛 眠 白 黒 赤（育）深   

（好）静 元 気 有 名 親（切）便 利 必 要 適 当 簡 単 無 理 得 意   

（残）余 白 由   

C．名詞  66字  

私 校 友 客 父 母 兄 弟 姉 妹 夫 妻 頭 顔（日）（耳）（ロ）歯（手）（足）  

指 朝 昼 晩 夜 夕 春 夏 秋 冬（雨）雪 風 雲 空 右 左（上）（下）（中）  

外 前 後 横 奥 次（東）西 南 北 国 家 宅 店 駅 橋 道 海 鳥 窓  

形 色 音 点（魚）肉 飯（水）茶 酒 泊 薬 品 物 紙 花 服 何  

（4）使用範開・造語力による漢字 193字   

a．接辞  48字  

先 今 毎 仝 最 第 非 イく 両 以 時 曜 週 年 百 千 万 度 台 佃  

番 号 階 位 課 語 屋 墓 所 舘 局 員 者 業 的 性 化 用 横 線  

県 府 都 市 区 町 村 様  
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b．熟語名詞 93字   

京 学 校 社 銀 工 場 図 公 開 地 鉄 病 院 部 計 荷 生 留 医   

記 族 老 写 真 映 雑 誌 術 組 仕 事 英 育 経 済 政 治 歴 史   

科 交 故 路 伝 特 港 試 験 面 接 問 題 類 資 格 結 果 論 文   

野 法 宿 字 辞 画 味 情 報 関 制 議 産 商 農 費 原 直 初 効   

和 式 洋 々 民 共 同 平 価 天 午 具 器  

C．スル動詞 52字   

料 旅 運 転 案 内 予 約 括 勉 練 研 究 告 説 表 現 実 準 備   

質 相 談 庵 卒 増 加 減 較 対 賛 成 定 発 到 連 絡 移 放 注   

配 電 退 期 求 失 礼 設 完 骨 婚 離  

〔参考資料2〕 教育漢字996字との比較  

1）第1学年配当漢字（76字）中，基本漢字に入っているものは73字，入っていないものは以下の  

3字である。  

王 犬 虫  

2）第2学年配当漢字（145字）中，基本漢字に入っているものは125字，入っていないものは以下  

の20字である。   

絵 汽 玉 戸 光 黄 谷 才 算 首 声 星 船 草 地 刀 麦 鳴 毛 里   

以下，各学年配当漢字に入っている数を記す。  

3）第3学年配当漢字（195字）中，138字  

4）第4学年配当漢字（195字）中，79字  

5）第5学年配当漢字（195字）中，37字  

6）第6学年配当漢字（190字）中，25字   

第1学年一第3学年までの416字について見ると，約80ヲ右をカバーしていることになる。   

なお，基本漢字500字のうち，教育漢字外のものは，以下の23字である。   

彼 奥 払 押 泊 渡 脱 寝 眠 疲 驚 並 遠 ノIt 涼 狭 遅 離 婚 較  

到 絡 々  
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